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拉
致
問
題
を
巡
る
官
房
長
官
と
外
務
大
臣
の
対
立
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
七
年
十
月
二
十
六
日
、
高
村
正
彦
外
相
が
午
前
の
記
者
会
見
で
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
に
触
れ
、
「
何
人

か
で
も
帰
国
す
れ
ば
進
展
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
」
と
表
明
し
、
一
方
で
町
村
�
孝
官
房
長
官
が
同
日
午
後
の
記
者
会
見

で
、
右
の
高
村
外
相
の
発
言
（
以
下
、
「
高
村
発
言
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
「
そ
れ
を
言
っ
て
何
か
意
味
が
あ
る
の
か
。
相

手
に
付
け
入
る
隙
を
与
え
る
だ
け
だ
」
「
関
係
者
に
あ
た
か
も
何
人
か
が
帰
っ
て
き
そ
う
だ
、
ウ
チ
は
入
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う

か
と
あ
ら
ぬ
誤
解
を
招
く
」
と
の
発
言
（
以
下
、
「
町
村
発
言
」
と
い
う
。
）
を
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、

以
下
質
問
す
る
。

一

一
般
に
、
官
房
長
官
が
他
の
閣
僚
の
発
言
を
公
の
場
で
批
判
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
国
益
に
資
す
る
も
の
か
。
政
府
の

見
解
如
何
。

二

町
村
官
房
長
官
は
、
「
高
村
発
言
」
の
意
味
、
内
容
を
十
分
精
査
し
た
上
で
「
町
村
発
言
」
を
行
っ
た
の
か
、
ま
た
は
、

「
高
村
発
言
」
の
表
面
的
な
内
容
を
耳
に
し
た
だ
け
で
行
っ
た
の
か
。

三

二
で
、
町
村
官
房
長
官
が
「
高
村
発
言
」
の
意
味
、
内
容
を
十
分
精
査
せ
ず
に
「
町
村
発
言
」
を
行
っ
た
の
な
ら
ば
、
そ

れ
は
官
房
長
官
と
し
て
は
不
用
意
で
軽
率
な
発
言
で
あ
っ
た
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る
か
。

一



四

二
で
、
町
村
官
房
長
官
が
「
高
村
発
言
」
の
意
味
、
内
容
を
十
分
精
査
し
た
上
で
「
町
村
発
言
」
を
行
っ
た
の
な
ら
ば
、

そ
れ
は
閣
内
不
一
致
に
あ
た
る
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る
か
。

五

町
村
官
房
長
官
は
「
町
村
発
言
」
の
中
で
、
「
高
村
発
言
」
は
「
相
手
に
付
け
入
る
隙
を
与
え
る
だ
け
」
と
批
判
し
て
い

る
が
、
内
閣
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
で
あ
る
官
房
長
官
が
公
の
場
で
、
あ
た
か
も
内
閣
の
足
並
み
が
乱
れ
て
お
り
、
閣
内
不
一

致
に
あ
た
る
と
も
と
ら
れ
か
ね
な
い
発
言
を
堂
々
と
行
う
こ
と
こ
そ
、
「
町
村
発
言
」
で
い
う
「
相
手
に
隙
を
与
え
る
だ

け
」
に
な
る
と
思
料
す
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


